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１．はじめに

　近年，未曾有の地震や数々の自然災害を受け，地学教育の重要性が注目されている。現在の地学教育の内
容は地質，気象，天文の３分野に大別され，一見つながりがないように見える。地学という科目は戦後の
昭和23(1948)年に成立し，約70年の歴史がある1-6)。一方で，物理，化学，生物の成立は明治５(1872)年と，
約150年の歴史があり，地学は比較的新しい科目である。しかし，地学という科目が成立する昭和23年以前
にも地学の内容は教授されていたはずである。理科教育や地学教育の歴史を紐解くと，地学教育の内容は，
明治期には理科と地理にまたがって扱われていたことがわかってきた3,4)。
　このような変遷について，日本にどのように地学が導入され，成立していったのかについての先行研究は
あるが，地学教育の内容の変遷に主眼を置き，教育実態を踏まえた研究はこれまでになされていない。 
　そこで本研究は，日本における近代教育制度の始まりである明治５年の「学制」公布から，地学という科
目が成立した昭和23年までの間，日本においてどのような地学教育が行われてきたのか，どのような経緯で
統一され地学の成立に至ったのかを，理科と地理の双方の視点から義務教育段階に焦点をあてて検討する。
まず，日本における近代教育制度の始まりである明治５年の「学制」公布から，地学という科目が成立した
昭和23年までの間に公布された教育に関する法令と教科書を分析し，地学教育の内容の変遷を探る。さらに，
明治期の新潟県の高等小学校児童が記した地学教育に関係する筆記に記されていた内容から，当時の地学教
育の実態，教授内容の実態，学問に対する教師の考え方，時代背景の影響などを探る。また，法令と教科書
による理科教育または地学教育の変遷だけでは読み取ることのできない地学教育の実態を明らかにする。最
後に，法令と教科書による地学教育の変遷，新潟県の児童の筆記による地学教育の実態より，新潟県におけ
る明治期から地学成立に至るまでの地学教育の変遷の全体像を明らかにする。

２．日本の理科教育の変遷と地学教育

　本節では，地学分野がどのように教育されてきたのか，どのように移り変わってきたのかについて，法令
と当時の教科書を基に分析する。
2-1．明治初期の科学教育と地理教育
　明治５年８月３日に公布された学制によって，わが国の近代的な学校教育制度が実施されることになった
1,7-11)。同年９月８日に学制に基づき制定された小学教則では，近代科学の合理的な自然観の教育が重視され
た。板倉は，「日本の科学教育はこのとき，“伝統思想にかわる合理的な思想を育てる”という高い理想のも
とに発足した」と述べている1)。学制下の小学校では，現在の地学に関する科目は設定されておらず，地学
教育の内容は，理科としてではなく，地理の「地（理）学輪講」の中で，地文学が扱われていた。地文学と
は，地球と他の天体との関係や地球の気圏・水圏および地球上の諸現象などを扱う学問である。
　地理の内容は，明治６年の文部省編纂『地理初歩』において，「ゼオガラヒートハ即地理学ト云フ義ニシテ，
地球表面ノ事ヲ説キ明スナリ」，「ナチューラル・ゼオガラヒートハ地形，山川，海島ナドノ自然ニ由ルモノ
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ヲ」，「ポリチカル・ゼオガラヒーハ都府郡県城市ナドノ政治ヨリ出ルモノヲ」，「マテマチカル・ゼオガラヒー
ハ地球ノ運動，方位，里数ナドノ数学ニ関スルモノヲ説キ明ス学問ナリ」と定義された2)。ここで地理学が
自然地理学や人文地理学に細分化された。
　明治12年９月29日にこれまでの学制が廃止され，教育令が公布された。しかし，教育令は翌年には改正され，
明治13年12月28日に改正教育令が公布され，小学校は初等科３年，中等科３年，高等科２年となった。さら
に翌年の明治14年４月５日，改正教育令に基づいて小学校教則綱領が出された（表１）。小学校教則綱領に
おいて，理科に関する科目は初等科にはおかれず，中等科で博物，物理，高等科で化学，生理，博物が教え
られることになった。また，地理は中等科で教えられることになった。
　この時期に使用されていた地学教育に関する教科書は，『通常金石』（明治15年)12)や　『地文新編』（明治
17年)13)などがある。辻敬之著の『通常金石』では，金，銀，銅，鉄，錫，鉛など15種の鉱物の性質や効用，
産地，附説などが紹介されている。西村貞の『地文新編』では，雨や雪，大気，氷河，海洋，地震，火山，
地球の形状，地球の運動，太陽などが記載されている。
　小学校教則綱領下の小学校で，地学教育の内容は，博物の中で動物や植物と共に金石（鉱物）が扱われ，
地理の中で地文学が扱われていた。鉱物の内容は，鉱物の名称，性質，効用などを扱い，鉱物の羅列に終わ
るだけである。地文学では，地震，火山，気象，海洋などの地表で起こる現象や天文が扱われていた。

表１　小学校教則綱領における地理，博物，物理，化学，生理の項14)

地理　
地理ハ中等科ニ至テ之ヲ課シ，先学校近傍ノ地形，即生徒ノ親ク目撃シ得ル所ノ山川谷海等ヨリ解キ起シ，
漸ク地球ノ有様ヲ想像セシメ，次ニ日本及世界地理ノ総論・五畿八道ノ地理・外国地理ノ大要ヲ授ケ，高等
科ニ至テハ，地文ノ大要，即地球・地皮・大気・水陸・生物・物産等ノ事ヲ授クベシ．凡地理ヲ授クルニハ，
地球儀及地図等ヲ備ヘンコトヲ要ス．殊ニ地文ヲ授クルニハ務テ実地ニ就キ，児童ノ観察力ヲ養生スベシ．
博物　
博物ハ中等科ニ至テ之ヲ課シ，最初ハ務テ実物ニ依テ，通常ノ動物ノ名称・部分・常習・効用，通常ノ植物ノ・名称・
部分・性質・効用及通常ノ金石ノ名称・性質・効用等ヲ授ケ，高等科ニ至テハ更ニ植物・動物ノ略説を授クベシ．
凡博物ヲ授クルニハ務テ通常ノ動物・植物・金石ノ標本等ヲ蒐集センコトヲ要ス．

※表中の下線部は，地学教育の内容に関係するものであり，著者による。
2-2．理科教育の誕生
　明治18年に内閣制度が設置され，森有礼が初代文部大臣に就任し，学校教育制度の改革を行った。この改
革は「学制」以来の教育の実績に基づいて，学校制度を実際的なものに整備しようとするものであった。明
治19年４月10日に改正教育令を廃止して小学校令を公布し，小学校は尋常小学校４年（義務教育）と高等小
学校４年となった。教育内容については小学校令に基づき，同年５月25日，小学校ノ学科及其程度を公布し，
定めた。小学校ノ学科及其程度では，これまで物理，化学，博物，生理に分かれていた内容が理科という教
科にまとめられることとなった（表２）14)。これに伴い，教育内容の削減，時数の減少が行われ，さらに自
然科学の事物についての個別的な知識を教える内容へと変わった。 

表２　小学校ノ学科及其程度における地理と理科の項14)

地理　
地理ハ，学校近傍ノ地形･其郷土･郡区府県･本邦地理･地球ノ形状･昼夜四季ノ原由･大洋大洲ノ名
目等，及外国地理ノ概要．
理科　
理科ハ，果実･穀物･菜蔬･草木･人体･禽獣･虫魚･金銀銅鉄等，人生ニ最モ緊切ノ関係アルモノ．日
月･星･空気･温度･水蒸気･雲･露･霜･雪･霰･氷･雷電･風雨･火山･地震･潮汐･燃焼･錆･腐敗･喞筒･噴水
･音響･返響･時計･寒暖計･晴雨計･蒸気器械･眼鏡･色･虹･槓杆･滑車･天秤･磁石･電信機等，日常児童
ノ目撃シ得ル所ノモノ．

※表中の下線は，地学教育の内容に関係するものであり，著者による。
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　地学教育に関する内容は，地理では地球の形状，昼夜・四季の理由が，理科では金，銀，銅，鉄，日月，星，
雲，露，霜，雪，霰，風雨，火山，地震，潮汐が扱われていた。これまで地理で扱われていた火山や地震が
理科に移行している。
　この時期に使用されていた教科書は小野太郎著『小学理科書』（明治20年）14)や三宅米吉・新保磐次著『理
科初歩 有用ノ鉱物』（明治19年)14)などがある。『小学理科書』では，鉱物の分類や識別，15種の鉱物の性質
や効用が記載されている。項目は，「小学校ノ学科及其程度」にある項目に準じている。『理科初歩 有用ノ鉱物』
には黄金，銅，鉛など18種の鉱物とその性質などが記載されている。
　さらに明治23年10月７日，小学校令が改正され，文部大臣が小学校教則の大綱を定めることと規定された。
これに基づいて翌年明治24年11月17日に小学校教則大綱が制定された（表３）14)。

表３　小学校教則大綱における地理と理科の項14)

地理
日本地理及外国地理ハ，日本ノ地理及外国ノ地理ノ大要ヲ授ケテ，人民ノ生活ニ関スル重要ナル事項ヲ理
会セシメ，兼ネテ愛国ノ精神ヲ養フヲ以テ要旨トス．尋常小学校ノ教科ニ日本地理ヲ加フルトキハ，郷土
ノ地形･方位等児童ノ日常目撃セル事物ニ就キテ端緒ヲ開キ，漸ク進ミテ本邦ノ地形，気候，著名ノ都会，
人民ノ生業等ノ概略ヲ授ケ更ニ地球ノ形状，水陸ノ別其他重要ニシテ児童ノ理会シ易キ事項ヲ知ラシムヘ
シ．
高等小学校ニ於テハ，日本地理ハ前項ニ準シテ稍詳ニ之ヲ授ケ，更ニ地球ノ運動，昼夜，四季ノ原由ヲ理
会セシメ，外国地理ハ大洋大州五帯ノ別，各大州ノ地形，気候，産物，人種及支那朝鮮，其他本邦トノ関
係ニ於テ重要ナル諸国ノ地理ノ概略ヲ授ケ，又学校ノ修業年限ニ応シ既ニ授ケタル日本地理ヲ復習シテ，
稍詳ニ人民ノ生活ニ関スル重要ナル事項ヲ授ケ，兼ネテ簡易ナル経済上ノ関係ヲ理会セシムヘシ．
地理ヲ授クルニハ，実地ノ観察ニ基キ又地球儀･地図･写真等ヲ示シ，児童ノ熟知セル事物ニ依リ，比較類
推セシメテ確実ナル知識ヲ得シメ，又常ニ歴史上ノ事実ニ連絡セシメンコトヲ要ス．
理科
理科ハ，通常ノ天然物及現象ノ観察ヲ精密ニシ，其相互及人生ニ対スル関係ノ大要ヲ理会セシメ，兼ネテ
天然物ヲ愛スルノ心ヲ養フヲ以テ要旨トス．
最初ハ主トシテ学校所在ノ地方ニ於ケル植物動物鉱物及自然ノ対象ニ就キテ，児童ノ目撃シ得ル事実ヲ授
ケ，就中重要ナル植物動物ノ形状構造及生活発育ノ状態ヲ観察セシメテ，其大要ヲ理会セシメ，又学校ノ
修業年限ニ応シ，更ニ植物動物ノ相互及人生ニ対スル関係，通常ノ物理上化学上ノ現象，通常児童ノ目撃
シ得ル器械ノ構造使用等ヲ理会セシメ，兼ネテ人身ノ生理及衛生ノ大要ヲ授クヘシ．
理科ニ於テハ，務メテ農業工業其他人民ノ生活上ニ適切ナル事項ヲ授ケ，殊ニ植物動物等ヲ授クル際之ヲ
以テ製スル重要ナル人工物ノ製法効用等ノ概略ヲ知ラシムヘシ．
理科ヲ授クルニハ，実地ノ観察ニ基キ若クハ標本模型図等ヲ示シ，又ハ簡単ナル試験ヲ施シ明瞭ニ理会セ
シメンコトヲ要ス．

※表中の下線と波線は，それぞれ地学教育の内容に関係するものと注目すべき事項であり，著者による。
　小学校教則大綱においては，知識の教育に関することが明記されておらず，地理では愛国の精神を養うこ
と，理科では天然物を愛する心を養うことが要旨とされ，態度の養成が強く押し出されている。理科は，法
令上に具体的な内容の項目がなくなった。地学教育に関する内容は，地理で本邦の地形，気候，地球の形状，
水陸の別，地球の運動，昼夜，四季の理由が扱われ，理科で鉱物が扱われていた。
　この時期に使用されていた教科書には，『小学理科新書』（明治25年）14)や『新定理科書』（明治26年）14)がある。

『小学理科新書』では，鉄，銅，粘土，石炭，石油，雨，風，金，銀，水銀，錫，鉛，亜鉛，水晶，花崗岩，
石灰石，地熱，火山，温泉，地震などが扱われている。『新定理科書』では，土，石，花崗岩，石英，長石，
雲母，石灰石，大理石，地震，火山，地球の運動，四季の原因，太陽と星などが扱われている。地球の運動，
四季の理由は法令では地理で扱われることとなっているが，理科の教科書にその内容の記載がある。
　明治33年８月20日，小学校令の２度目の改正が行われ，これに伴い，明治33年８月21日に小学校令施行規
則が公布された。義務教育は尋常小学校卒業までの４年とされた（表４）14)。
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表４　小学校令施行規則における地理と理科の項14)

地理
地理ハ，地球ノ表面及人類生活ノ状態ニ関スル知識ノ一斑ヲ得シメ，又本邦国勢ノ大要ヲ理会セシメ，兼
テ愛国心ノ養成ニ資スルヲ以テ要旨トス．
地理ハ本邦ノ地勢，気候，区劃，都会，産物，交通等並ニ地球ノ形状，運動等ノ大要ヲ理会セシメ，又学
校ノ修業年限ニ応ジ各大洲ノ地勢，気候，区劃，交通等ノ概略ヨリ進ミテ本邦トノ関係ニ於テ重要ナル諸
国ノ都会，産物等ヲ知ラシメ且本邦ノ政治経済上ノ状態並ニ外国ニ対スル地位等ノ大要ヲ授クベシ．
地理ヲ授クルニハ成ルベク実地ノ観察ニ基キ，又地球儀，地図，標本，写真等ヲ示シテ確実ナル知識ヲ得
シメ，特ニ歴史及理科ノ教授事項ト聯絡セシメンコトヲ要ス．
理科
理科ハ，通常ノ天然物及自然ノ現象ニ関スル知識ノ一斑ヲ得シメ，其ノ相互及人生ニ対スル関係ノ大要ヲ
理会セシメ，兼テ観察ヲ精密ニシ，自然ヲ愛スルノ心ヲ養フヲ以テ要旨トス．
理科ハ植物・動物・鉱物及自然ノ現象ニ就キ，主トシテ児童ノ目撃シ得ル事項ヲ授ケ，特ニ重要ナル植物・
動物ノ名称・形状・効用及発育ノ大要ヲ知ラシメ，又学校ノ修業年限ニ応ジ更ニ通常ノ物理化学上ノ現象，
重要ナル元素及化合物，簡易ナル器械ノ構造・作用，人身ニ生理衛生ノ大要ヲ授ケ，兼テ植物・動物・鉱
物ノ相互及人生ニ対スル関係ノ大要ヲ理会セシムベシ．
理科ニ於テハ務メテ農事・水産・工業・家事等ニ適切ナル事項ヲ授ケ，特ニ植物・動物等ニ就キ教授スル
際ニハ之ヲ以テ製スル重要ナル加工品ノ製法・効用等ノ概略ヲ知ラシムベシ．
理科ヲ授クルニハ成ルベク実地ノ観察ニ基キ，若ハ標本・模型・図画等ヲ示シ，又簡単ナル実験ヲ施シ明
瞭ニ理会セシメンコトヲ要ス．

※�表中の下線部は，地学教育の内容に関係するもの，波線部と二重線部は，注目すべき事項であり，著者に
よる。

　地理，理科ともに態度の養成を強く押し出した小学校教則大綱に比べ，小学校令施行規則では知識の習得
が謳われている。しかし，ここでの理科における知識とは科学的な知識ではなく，植物などの名称や効用と
いった実用的な知識のことであった。地学教育に関する内容は，地理で本邦の地勢，気候，地球の形状，運
動等の大要や各大洲の地勢，気候の概略が扱われ，教える際には観察が重視さていた。さらに理科との関連
性についても触れられている。理科では鉱物が扱われ，それが人生にどのように役立つかについて教えられ
ていた。
　この時期に使用されていた教科書には，『小学理科教科書』（明治33年)14)や『小学理科』（明治33年)14)な
どがある。『小学理科教科書』には，岩石，石英，長石，雲母，土壌，火山，地震，海洋，太陽，地球，鉱
物の利用などが扱われている。『小学理科』には，風，雨，土砂，岩石，石英，長石，雲母，火山，地震，
地球，四季，昼夜，金，銀，銅，鉄，鉛，亜鉛，錫，石油，石炭などが扱われている。
2-3．国定教科書と理科教育
　明治36年４月，小学校令と小学校施行規則がともに改正された。これに伴い，国語，修身，日本歴史，地
理などの教科の児童用教科書が国定化された。理科においては，自然の事物に直接触れさせて，それによっ
て学ぶべきであるとされ，児童用教科書は国定化されなかった。しかし，教師用の理科教科書は，検定また
は文部省編纂のものを使用してもよいことになっていた。また，『生徒用筆記代用』や『理科筆記帳』とい
う形式で，教科書ではない児童用図書は出版されていた。
　明治40年３月20日，小学校令の改正により，それまで４年制であった尋常小学校が６年制となり，義務教
育が６年に延長された。これに伴い小学校令施行規則も改正された。この改正で，それまで理科の教育は高
等小学校からであったが，尋常小学校でも地理と理科が課せられた。
　明治43年７月21日，小学校令施行規則が改正され，理科の教科書も国定となり，児童用教科書も製作され
ることになった。このときに出版された文部省編纂『尋常小学理科書』，『高等小学理科書』はその後34年も
の間，使用されることとなる。当時の義務教育は尋常小学校の６年であった。『尋常小学理科書』は第５学
年と第６学年の２冊が出版され，各学年で扱われた内容は表５に示す通りである14)。
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表５　『尋常小学理科書』の項14)

第５学年
油菜，もんしろ蝶，蛙，つつじの花，松，竹，麦，たんぽぽ，いんげん豆，燕，栗の花，花菖蒲，夏至･冬至，螢，
馬，牛，池中の小動物，きんぎょも･うきくさ･蓮，朝顔，稲，みどりうんか，ずいむし，茄･きうりの果実，
わらび，こほろぎ，柿の果実，栗の果実，種子の散布，松覃，甘藷･馬鈴藷，稲の収穫，菊，紅葉･落葉及
び常緑木，冬芽，鷄，土，岩石，石英･長石･雲母，黄鉄鉱，方解石･石灰石，空気の性質，水の性質及び
物質の三態，熱，熱による膨張，水の三態の変化，寒暖計，火，酸素，水素，水の成分，空気の成分，炭
酸ガス，燃焼によりて生ずる物，春分･秋分
第６学年
木の新芽，種子の発芽，二枚貝，巻貝，いか，蚕の発生，泉･井･池，川，流水の作用，水成岩･地層，火
山･火成岩，蚕，鮒，蛇，蚯蚓，蜘蛛，蝦，海，食塩，うに･なまこ，くらげ･いそぎんちゃく･さんご･か
いめん，海藻，硫黄，石油，石炭，鉄，銅，亜鉛･錫･鉛，真鍮･青銅，金･銀，酸，アルカリ，塩類，重力，
梃子，天秤･桿秤，光，光の反射，平面鏡，光の屈折，音，磁石，電気，電流，電信機，人体の構造，血
液循環，食物，消化，呼吸，排泄･皮膚，神経系･感覚器，衛生

※表中の下線部は，地学教育の内容に関係するものであり，著者による。
　地学教育に関する内容は，第５学年で夏至，冬至，土，岩石，石英，長石，雲母，黄鉄鉱，方解石，石灰
石，春分，秋分が，第６学年で川，流水の作用，水成岩，地層，火山，火成岩，石油，石炭，鉄，銅，亜鉛，
錫，鉛，真鍮，青銅，金，銀が扱われている。理科の教科書が国定教科書になった際に，内容が削減された
といわれているが，地学教育の内容は削減されているとは言い難い。地学教育の内容はこの時期まで一定の
内容量を保っていた。
2-4．生活理科
　先の大戦直前の昭和16年３月１日に国民学校令が勅令され，国民学校は皇国の道に則りて初等普通教育を
施し国民の基礎的錬成を為すを以て目的とす，と定められた。小学校が国民学校と改称された。それまでの
６年制の尋常小学校を国民学校初等科，２年制の高等小学校を国民学校高等科とした。教科は国民科，理数
科，体錬科，芸能科，実業家となり，地理は国民科，理科は理数科となった。国民学校令に伴い，同年３月
14日に公布された「国民学校令施行規則」で，地理と理科は表６のように定められた14)。　
　これまでの法令には見られなかった皇国や国防などの言葉が記載され，戦争に向けた国民感情の統一が伺
える。国民学校での理科は，１学年から自然の観察という内容が教えられた。自然の観察は大正時代からの
低学年理科の成果として１学年から３学年までに設定された。

表６　国民学校令施行規則における理科の項14)

地理
国民科地理ハ，我ガ国土国勢及諸外国ノ情勢ニ付テ其ノ大要ヲ会得セシメ，国土愛護ノ精神ヲ養ヒ，東亜
及世界ニ於ケル皇国ノ使命ヲ自覚セシムルモノトス．
初等科ニ於テハ，郷土ノ観察ヨリハジメ我ガ国土及び東亜ヲ中心トスル地理ノ大要ヲ授ケ，我ガ国土ヲ正
シク認識セシムベシ．
高等科ニ於テハ，世界地理及我ガ国勢ノ大要ヲ授クベシ．
自然ト生活トノ関係ヲ具体的ニ考察セシメ，特ニ我ガ国民生活ノ特質ヲ明ナラシムベシ．
理科
理数科ハ，通常ノ事物現象ヲ正確ニ考察シ処理スルノ能ヲ得シメ，之ヲ生活上ノ実践ニ導キ合理創造ノ精
神ヲ涵養シ，国運ノ発展ニ貢献スルノ素地ニ培フヲ以テ要旨トス．
科学ノ進歩ガ国家ノ興隆ニ貢献スル所以ヲ理会セシムルト共ニ，皇国ノ使命ニ鑑ミ文化創造ノ任務ヲ自覚
セシムベシ．
理数及自然ノ理法ヲ自発的持久的ニ推究スル態度ヲ養フベシ．
分析的論理的ニ考察スル力ヲ養フト共ニ，全体的直覚的ニ把握スル態度ヲ重ンズベシ．
観察実験ヲ重ンジ実測，調査，作図，工作等ノ作業ニ依リテ理解ヲ確実ナラシメ，発見工夫ノ態度ヲ養フ
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※表中の波線部は，注目すべき事項であり，著者による。
　教師用教科書のみが発行され，児童用教科書は作られなかった。４学年からは国定教科書の『初等科理科』

（昭和17年)14)が児童用教科書として使用され，初めて『尋常小学理科書』に変わる教科書の発行となった。
教師用の教科書『自然の観察』（昭和16年)29)の中での地学教育に関する内容は，お月さま，冬の天気，日な
たと日かげ，方角，露，石ひろいである。『初等科理科』の中で地学教育に関する内容は，春の天気，夏の天気，
秋の天気，冬の天気，山と水，砂と石である。『自然の観察』や『初等科理科』は戦時下の国定教科書であ
るため，戦争に勝ち抜くための教材や心の養成が盛り込まれている。このため，地学教育に関する内容はあ
まり含まれていない。
2-5．学習指導要領
　終戦の翌月の昭和20年９月15日，「新日本建設の教育方針」が文部省から発表された。これに続き，GHQ
の指導の下に作られた「新教育指針」が示され，現在まで通ずる「教育基本法」「学校教育法」が制定された。
これにより，学校教育の制度は現在の６・３・３・４年制となる。
　昭和22年３月３日，『学習指導要領（試案）』が文部省から発表され，学習内容が示された。小中学校の『学
習指導要領 理科編（試案）』は同年５月26日，高等学校の『学習指導要領（試案）（物理・化学・生物・地学）』
は翌年の昭和23年１月７日に発表された7,14)。最初の学習指導要領には試案とあり，「この書は，学習の指導
について述べるのが目的であるが，これまでの教師用書のように，１つの動かすことのできない道をきめて，
それを示そうとするような目的でつくられたものではない。新しく児童の要求と社会の要求とに応じて生ま
れた教科課程をどんなふうに生かして行くかを教師自身が自分で研究して行く手引きとして書かれたもので
ある」とある。このとき，高等学校理科の１科目として「地学」が誕生した。 
　戦後最初の小学校における教科書は，文部省著作の『小学
生の科学』（昭和23 ～ 24年）14)であり，第４，５，６学年用と
全15冊からなる。１単元を１冊または２単元を１冊にした単
元別教科書であった。全単元の中で地学教育に関する単元は，

「空には何が見えるか」，「地面はどのようになっているか」，
「天氣はどのように変わるか」，「こよみはどのようにして作
られたのか」，「地球にはどんな変化があるか」，「宇宙はどん
なになっているか」の６単元であり，地質分野，気象分野，
天文分野が含まれている。
　図１は，法令による地学教育の変遷を理科と地理に分けて

ニ力ムベシ．
国防ガ科学ノ進歩ニ負フ所大ナル所以ヲ知ラシメ，国防ニ関スル常識ヲ養フベシ．
理数科
理科ハ自然界ノ事物現象及自然ノ理法ト其ノ応用ニ関シ国民生活ニ須要ナル普通ノ知識技能ヲ得シメ科学
的処理ノ方法ヲ会得セシメ，科学的精神ヲ涵養スルモノトス．
初等科ニ於テハ，児童ノ環境ニ於ケル自然ノ観察ヨリ始メ，日常普通ノ自然物，自然現象，其ノ相互並ニ
人生トノ関係，人体生理及自然ノ理法ト其ノ応用ニ関スル事項ヲ授クベシ．
高等科ニ於テハ，其ノ程度ヲ進メ産業，国防，災害防止，家事ニ関スル事項ヲモ授クベシ．
自然ニ親シミ自然ヨリ直接ニ学ブノ態度ヲ養フベシ．
植物ノ栽培，動物ノ飼育ヲ為サシメ，生物愛育ノ念ニ培フト共ニ，継続的ノ観察実験ニ依リテ持久的ニ研
究スル態度ヲ養フベシ．
実地ノ観察ヲ重視スルト共ニ，標本，模型，絵画，映画等ヲ利用シ理会ヲ助クベシ．
人体生理ニ関聯シテ日常ノ衛生及国民保健ノ必要ナル所以ヲ知ラシメ，体錬科ト相俟チテ其ノ実践ニ力メ
シムベシ．
芸能科工作ト相俟チテ機械器具ノ取扱ニ慣レシメ，科学的技能ノ修練ニ力メシムベシ．
自然界ニ於ケル事物現象ノ全体的関聯ノ理会ニ力メ，進ンデ自然ノ妙趣ト恩恵トヲ感得セシムルニ力ムベシ．

図１　理科と地理における地学教育の変遷
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表したものである。

３．児童筆記の記述による地学教育の実態

　本節では，明治中期の高等小学校児童が授業中に記した筆記を分析することにより，法令や教科書からで
は分からない実際に教授された内容や，教師の工夫，当時の学問観などを検討する。
3-1．筆記の発見
　平成19年に全国で初めて，年代が特定できる明治中期の高等小学校児童によって記された筆記が発見され
た15)。これらは，新潟県村上市（旧平林村）にある木村家の蔵から発見され，理科控簿動物之部，生理，理
科控簿金石之部，物理筆記，化学筆記があった16)。その後，新潟県立文書館にも多数の筆記があることがわ
かった。これらの発見された筆記の内容に関する研究から，次のような理科教育の通説を覆すような事実が
明らかになった。それは，明治19年の小学校令により，それまで物理，化学，博物，生理として分かれてい
た内容が，理科という教科になったと考えられていたが，明治20年代になってもなお，理科としては扱われ
ておらず，わかれて教授されていたことである17-19)。また，内容も理科成立以前の科学の原理・原則と，日
常生活に役立つような身近な事柄がうまく取り入れられて教えられていたことがわかっている18)。近年，筆
記は新潟県内に限らず，全国の文書館に明治以降の児童の筆記があることも明らかとなってきた。2013年12
月現在，約300の筆記等データを入手しており，このうち表題に地学の内容に関する金石，鉱物，地理とあ
る筆記は６府県27筆記であった。
　本研究では，年代が特定でき最も数の多い新潟県の筆記に焦点を絞り，その内容について検討する（表７）
20-22)。 

表７　表題に「金石」「鉱物」「地理」とある筆記の一覧

年代 表題 筆記者 所蔵
明治22年 地理筆記 一号 今成この 新潟県立文書館
明治23年 地理筆記 二号 今成この 新潟県立文書館
明治23年 理科控簿 金石之部 遠藤俊吉 新潟大学附属図書館
明治24年 地理筆記 三号 今成この 新潟県立文書館
明治24年 地理筆記 永井玄真 新潟県立文書館
明治25年 鉱物学筆記 金石筆記 永井玄真 新潟県立文書館
明治29年 地理 西脇康太郎 新潟県立文書館
明治31年 地理答案 大江傅八郎 新潟県立文書館
明治38年 地理筆記 松澤やう 新潟県立文書館
明治39年 地理筆記 松澤やう 新潟県立文書館
明治40年 地理 松澤やう 新潟県立文書館
不明 地理科筆記 今成この 新潟県立文書館

　まず，同時代の金石筆記の記述内容の比較を行う。遠藤俊吉の理科控簿金石之部と，永井玄真の鉱物学筆
記金石筆記との比較を行い，当時の鉱物に対する考え方や学問観，教授内容を分析する。次に，科目間のつ
ながりを検討するため，同一児童の複数の筆記の記述内容を検討する。１つ目は，遠藤俊吉の理科控簿金石
之部と化学筆記を比較し，鉱物と化学における関連性を分析する。２つ目は西脇康太郎の理科筆記と博物筆
記を分析し，理科成立後の地学教育の内容や量などの実態と，博物に含まれる地学教育の内容を分析する。
最後に，地理の中で扱われていた地学教育の実態を探るため，今成このの地理筆記一号，地理筆記二号，地
理筆記三号と松澤やうの地理を分析する。 
3-2．同時代の金石筆記の記述内容の比較
　鉱物に関する筆記を分析することによって，当時の鉱物に対する考え方や学問観，教授内容を詳しく捉え
ることができる。ここでは，遠藤俊吉によって明治23年に記された「理科控簿 金石之部」と永井玄真によっ
て明治25年に記された「鉱物学筆記 金石筆記」の内容を比較する。　
　遠藤俊吉は明治８年９月に平林村に生まれ，明治21年から村上高等小学校に在学していた。遠藤が在学中
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に記した理科に関する筆記で現存するものは，明治21年10月「理科控簿動物之部」（高等小学校１年，当時
13歳），明治22年12月「生理」（同２年，14歳），明治23年１月「理科控簿金石之部」（同２年，14歳），明治
23年９月「物理筆記」（同３年，15歳），明治24年３月「化学筆記」（同３年，15歳）である。
　永井玄真は明治14年に生まれ，明治24年から与板高等小学校に在学していた。永井が在学中に記した理科
や地理に関する筆記等で現存するものは，明治24年６月「理科筆記」（高等小学校３級，10歳），明治24年９
月「地理筆記」（同３級，10歳），明治24年11月「理科筆記」（同３級，10歳），明治25年２月「鉱物学筆記 
金石筆記」（同２級，10歳），明治25年９月「物理学筆記」（同２級，11歳），明治26年２月「物理学筆記」（同
１級，11歳），年代不明「理科試験答案」である。
　まず，２つの筆記の特徴について述べる。遠藤の筆記には27種の鉱物が記されていた。その内容は各鉱物
における性質，具体的には形状，色沢，硬度，重量，特性，種類，効用，産所，附説である。筆記の書式は
箇条書きであり，図はなかった。永井の筆記には19種の鉱物が記されていた。その内容は遠藤の筆記同様，
各鉱物の種類，形状，性質，効用，産地，附説であり，書式は箇条書きであり，図による説明もあった。さ
らに，永井の筆記冒頭には総論が記されていた。総論には，「金石科は天然に残存する処の無生物に就きて
金石の性質を説き日用に供する道を講究するにあり」と記されており，学ぶ視点が記されていた。また，生
物と無生物の違いや鉱物を学ぶ上で必要な性質や特徴などが記されていた。 
　次に，表８に両筆記に記されていた鉱物を示す。両筆記に記されていた鉱物には下線を引いた。また，筆
記から判読できなかった文字については●で表わした（以降，判読できなかった文字は同様に記す）。

表８　筆記に記載されていた鉱物の一覧

遠藤俊吉の理科控簿金石之部 永井玄真の鉱物学筆記金石筆記
鉛，錫，亜鉛，水銀，銅，鐵，銀，金，硫黄，石墨，
石炭，琥珀，石英，石絨，黒曜石，蠟石，蛇紋石，
雲母，孔雀石，青銅石，柘榴石，長石，陶土，螢石，
磠砂，硝石，石灰礦

總論，金，銀，銅，鐵，錫，鉛，石英，瑪瑙，長石，
雲母，蠟石，蛇紋石，花崗石，方解石，大理石，石膏，
石炭，硫黄，石墨

　両筆記に共通して記されている鉱物13種である。共通して教えられていた鉱物は，当時は重要であると考
えられていた可能性もあるため，13種について表９～ 24に詳細を示し，両筆記の記述内容について考察する。
なお，表中の下線部は両筆記に共通する内容である。

表９　金の記述内容比較

遠藤俊吉の理科控簿金石之部 永井玄真の鉱物学筆記金石筆記
金
性質
（形状）立方形
（色沢）黄ニシテ光氣強クさびるコト難クシテ甚ダ美
麗ナリ
（硬度）銀ト殆ント同而シテ延伸ハ金属中第一トス金
箔最モ薄キ者ハ二十八万ヲ合シテ一寸ノ厚サトナル
（重量）銀ノ殆ト倍ナリ
（特性）強キ熱ニ遇ハザレバとけズ又硝酸ニとけズ
（種類）山金，砂金
（効用）貨幣 飾鑛金薬品等ヲ製ス
（附説）
　(１)其質軟ナルヲ以テ諸器ヲ製スルニハ少クモ四分
ノ一ノ銅ヲ混ズ
　(２)真膺ヲ撿スルニ硝酸ヲ注ギとけザレバ純金ナリ

金
形状　結晶スル事稀ニシテ多クハ針ノ如ク齒ノ如キ状
ヲナシテ岩石中ニ含有シ或ハ砂中ニ混ス
性質　其色黄ニシテ黄銅ニ類シ光輝強シ其質重クシテ
柔軟ナリ 打延シテ箔トナシ引伸シテ線トナスノ質ハ
金属中尤強シ
功用　貨幣ヲ作リ種々ノ装飾品ヲ製ス
付説　金属中尤貴重ナルモノナリ其砂ニ混シテ産スル
モノヲ砂金トイヒ岩石中ヨリ出スルモノヲ山金ト云フ
本邦ニテハ佐渡ノ相川但馬ノ生野等ヨリ産ス

　両筆記とも，色は黄色く輝き美しく，展性を利用して金箔とし，延性は金属で最も強く，貨幣や装飾品に
用いられており，砂金と山金の２種類があることが記載されている。また，永井の筆記には産出場所として
佐渡の相川（佐渡金山）が記されている。 
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表10　銀の記述内容比較

遠藤俊吉「理科控簿 金石之部」 永井玄真「鉱物学筆記 金石筆記」
銀
性質
（形状）針之如シ
（色沢）銀白ニシテ金属中最白ノ者ナリ
（硬度）銅ヨリ柔ニシテ 延神スルヲ得二十万枚ヲ以
テ漸ク一寸ノ厚ヲナス
（効用）貨幣 器具飾医術理化学ノ器機ヲ製ス
（附説）純銀ハ柔軟ナルヲ以テ銅ト混シテ器具ヲ作ル
モノナレバ時トシテ緑青ヲ生ズルコトアリ注意スベシ

銀
形状　結晶スル事稀ニシテ通常齒ノ如ク針ノ如ク岩石
中ニ含有ス
性質　其色白クシテ其性質銅ヨリ軟ナリト雖黄金ヨリ
ハ差堅ク其箔及線トナスノ性ハ黄金ニ次ク
功用　銀モ又貨幣トシ又種々ノ装飾器ヲ製ス
付説　其貴重ナルコト黄金金ニ次ク銀ハ往々鑛脈中ニ
存スト雖もモ純銀ハ甚タ少モ故ニ世ノ上ノ銀多クハ銀
鑛ヨリ採集ス本邦ニテハ但馬ノ生野羽后院内岩代半田
等ヨリ産ス

　両筆記とも，形状は針状で，色は白く，銅より軟らかく，延性があり，貨幣や装飾器に使われていること
が記載されている。永井の筆記には，銀は金に次ぎ貴重であると記されている。

表11　銅の記述内容比較
遠藤俊吉「理科控簿 金石之部」 永井玄真「鉱物学筆記 金石筆記」

銅
性質
（形状）乱線状
（色沢）赤褐
（硬度）凝力強クシテ鉛ヨリ堅シ
（重量）水銀ヨリ輕シ
（特性）善ク電氣ヲ導キ且ツ濕氣ヲ受ケ緑青ヲ生ズ
（効用）貨幣銅線銅板電管及ビ鍋薬鑵等ヲ製スルニ用
エ且ツ亜鉛ト混ジテ真鍮ヲ作リ錫ト混シテ青銅等ノま
ぜかねヲ作ル
（産所）但馬生野銀山陸中尾去沢ノ銅山ヲ最トス
（附説）緑青ハ人身ニ大毒ナルヲ以テ銅器ニハ久シク
食物ヲ貯フベカラズ又菓子衣類ヲ染ムルベカラズ

銅
形状　結晶スル事アレドモ正シク結晶スル事稀ニシテ
夛クハ乱線状或ハ樹枝状ヲナス
第一啚　乱線状
第二啚　樹枝状
性質　其色赤褐色ナレサニ外面ハ通常黒褐色ヲナス其
質柔軟ニシテ凝力強キガ故ニ分割スル事難シ故ニ延シ
テ箔トナシ又線トナス事ヲ得ベシ
効用　銅ノ功用頗ル廣シ即
チ貨幣ヲ作リ其他電信線
及種々ノ針器ヲ製ス又青
銅（銅及錫）黄銅（銅及亜
鉛）白銅●名洋銅（銅及亜
鉛ニッケル）等ノ合金ヲ作
リ金銀混シテ其質ヲ堅クス
付説　本邦ニテハ下野伊豫
羽后等ヨリ産ス銅●多クハ鑛銅ヨリ集ス銅ハ人身ニ害
アルモノナレハ能ク注意スベシ故ニ食器ハ通常白蝋ヲ
塗リテ其錆ヲ防グ

	

　両筆記とも，形状は乱線状で，色は赤褐色，凝力（結合力）が強く，貨幣に使われ，錫と混ぜ青銅やその
他合金を成し，人体に害を及ぼすものもあることが記載されている。永井の筆記には形状を表わす図がある

（図２）。 
表12　鉄の記述内容比較

図２　乱線状と樹枝状

遠藤俊吉「理科控簿 金石之部」 永井玄真「鉱物学筆記 金石筆記」
鐵
性質
（形状）細粒状
（色沢）青黒
（硬度）銅を殆ント二倍凝力強クとけるコト難シ
（重量）銅ヨリ少シ輕シ
（特性）磁力甚ダ強クさびるコト最モ容易ナリ

鐵
種類　通常鉄ニハ三種アリ熟鉄，生鉄，鋼鉄等之ナリ
性質　其重サ銅ヨリ少シ軽シ殆ンド水ノ八倍ナリ本
色ハ灰色ニシテ青ヲ帯ブ能ク研磨スレバ閃色ヲ発ス
綱條色痕アリテ質堅シ暗赤色ノ錆ヲ生ズ尤モ磁石ニ
感シ易シ且ツ溶解シ難シ磁石鍼ニナスベシ之半鉄ハ
金石中ニ凡チ最モ夛量ナルモノナリ而シテ又種動植
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　両筆記とも，色は青黒く，質量は銅より少し軽く，磁力を帯び，多量に産出し，最も利用されている鉱物
であるということが記載されている。永井の筆記には熟鉄，生鉄，鋼鉄と鉄の種類や製法が詳細に記されて
いる。 

表13　錫の記述内容比較
遠藤俊吉の理科控簿金石之部 永井玄真の鉱物学筆記金石筆記

錫
性質
（形状）無定形
（色沢）鉛ヨリ少シ白シ
（硬度）鉛ヨリ堅シ
（重量）鉛ヨリ餘糧輕シ
（特性）鎔クルコトハ鉛ヨリ早シ
（効用）各船ノ小器ヲ作ル

錫
性質　白色ニシテ光輝アリ是打チ展スベク引延ハスベ
シ然シモ靱力甚タ少ナシ重サハ水ノ七倍餘ナリ之ヲ熱
スレバ容易ニ鎔ケ沸クナリ錫ト鉛トヲ混合セルモノヲ
白鑞ト云フ
効用　彩色料トナスベサ茶器ノ他種々ノ器具ヲ製スベ
シ其質柔軟ニシテ鏽蝕セザルヲ以テ薄板ヲ製シテ物ヲ
包ムニ用ヰ又之ヨリ製スハ所ノ白鑞ハ銅製ノ鍋釜等及
瓶等ノ裏面ニ塗●シテ錆及臭気ヲ防ク亜鉛ニ混シテハ
酒類等ノ瓶ノ口ヲ封絨スルニ用ル等其用夛シ
附説　本邦ニテハ周防長門ニ産スルモ其量極メテ不足
ナリ世界ニテハ東印度ニ以テ最上

（種類）地鐵ニ天降鐵
（効用）金属中多量ニ産出シ其價ヤスキヲ以テ日常
ニ必須ノ器具皆之レヨリ成ル少ニシテハ日用付器大
ニシテハ蒸氣機開蒸氣船鐵道鐵橋鐵砲等ニ至ル
（附説）鐵ハ毒ナクシテ即チ人身ヲ益スト云フ

物モ多之ヲ含有セサルナシ
（１）熟鉄
性質　生鉄ヲ製錬シタルモノニシテ炭素ヲ含有セル
少ナリ灰色ニシテ青ヲ帯ブ質柔軟ナリ故ニ延シテ線
條トナスベシ且鍛錬スベシト雖モ甚タ鎔解シ易シ然
レモ能ク熟スレバ終ニ鎔クルナリ
効用　鉄板鉄線ニ製スベシ又螺旋釘等ニ製シ又刃物
ノ身ニ作ルベシ
（２）生鉄
性質　其色ハ灰色ニシテ黒ヲ帯ブ質堅クシテ脆シ之
ヲ熱スレハ直ニ鎔クルナリ然レモ之次打チ展スベカ
ラズ鎔シテ鋳物ヲ製スベシ是鉄鑛ヲ鎔解シテ直ニ得
タルモノナリ
効用　鍋釜暖爐其他ノ器械ヲ鋳造ルベシ
（３）鋼鉄
性質　其色淡キ灰色ナリ質堅クシテ弾力アリ鍛錬ベ
シ最モ能ク磁石ニ感ズ鋼鉄ヲ製スルニハ生鉄ヲ熱シ
タルモノヲ速ニ冷却シタルモノナリ若シ其執シタル
モノヲ徐々ニ冷スルハ即チ熟鉄トナルナリ
効用　刃物ノ刃ニ用ヒ又種々ノ器械ヲ製スベシ
　　　鐵ハ世間多量ニアルモノナルガ故ニ價モ亦従
テ廣ニ且総ベテ其質堅クシテ弾力強キヲ以テ四民日
用器具ナリ皇ノ器械機関及ヒ炮力船艦ノ製作鐵道橋
梁ノ建築車輪馬沓ノ用ニ至ルマデ之ニ資ラザルハナ
シ實ニ其利生ノ用廣大ナル金属ナリ金属中之ニ及ブ
モノナシ
附説　天然ノ純鉄ハ隕石トナリテ墮落シ来ルモノノ
外●土テアル事ナシ隕石中ニハ偶非栄ニ大ナル純鉄
ヲ得ル例少ナカラズ曽テ南亜米利加ノ其地ニ降リタ
ルモノト大凡三万三千ヶアリシト云フ
　　　本邦ニ産鉄ノ鑛山ニ乏シカラサレモ其量少ナ
クシテ日常ノ用ニ倛スルニ延ラズ大低ハ給ヲ外国ニ
仰クトイフ
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　両筆記とも，色は白く，熱すると容易に融解することが記載されている。永井の筆記には合金として使用
されることも記してある。

表14　鉛の記述内容比較
遠藤俊吉の理科控簿金石之部 永井玄真の鉱物学筆記金石筆記

鉛
性質
（形状）樹枝形又糸状
（色沢）青白ニシテ光澤アリ
（硬度）凡ニシテ痕アリ
（重量）鐵ヨリ重シ
（特性）弾力ナシ故ニ響ヲ発セズ又鎔ケテ後甚ダ縮ル
（効用）錘弾丸等ヲ作リ物ヲ包ミ錫ト混シテ版材トナ
シ又繪具ヲ製ス
（附説）鉛ハかね●中殆ント第一ニ軟ニ鎔ケ易シ鉛●
さびハ甚ダシキ毒アリ

鉛
性質　青帯白色ニシテ研磨スレバ光輝ヲ発ス重サ水ノ
十一倍餘ナリ質柔軟ナルヲ次テ打展バシ易ク然レモ銅
條ニナスベカラス
効用　弾丸ヲ造ク又導水管及錘ヲ作ル婦女子ノ装飾ニ
用ヰル所ノ鉛白ヲ製ス然レモ身ニ害アリト云フ陶器硝
子等ノ彩色ニナシ又漁網ノ鎮ニナスベシ金鑛終ル之ヨ
リ

　両筆記とも，色は青白く光沢があり，とても軟らかく，弾丸の材料となり，人体には毒であることが記載
されている。永井の筆記には女性の化粧（白粉）の成分であることも記してある。

表15　石英の記述内容比較
遠藤俊吉の理科控簿金石之部 永井玄真の鉱物学筆記金石筆記

石英
性質
（形状）十二面形或ハ砂形
（色沢）無色ヨリ数色ニ至リ玻离光ヲ帯ブ
（硬度）甚ダ堅クシテ玻离ヲ切断ス且ツ脆シ
（重量）黄金ニ比スレバ殆ント而ト十六之如シ
（種類）⑴水晶　⑵黒水晶　⑶紫水晶　⑷紅水晶　⑸
砂金石　⑹燧石　⑺硅枝石　⑻木化硅石　⑼瑪瑙
（効用）
（１）美ナルノ者ハ飾トナシ又小器ヲ作ル
（２）砂状ノモノハ建築用ノ錬化石トナス
（３）無色ノモノハ玻璃製造ニ用ユ

石英
種類　(一)紫石英（二)黒石英（三)含草石英トス
性質　重サ水ノ二倍半ナリ其結晶ハ種々アリト雖六角
柱ニシテ六稜ヲ現ハスヲ常トス其色ハ鈍質ナルハ無色
透明ナリ尋常ノ熱ニ遇フト雖溶解セス光澤硝子ノ如シ
質堅キ事金剛石ニ及ハサルモ他ノ石類ニ比スレハ頗ル
堅クシテ能ク硝子ヲ載判スベシ
（一)紫石英，紫色ノ物ナリ
（二)黒石英，黒色ノ物ナリ
　　　（二)含草石英，草ノ入タルモノナリ或ハ緑色
ノ鑯維アリテ草ノ入タルガ如キモノヲ云フ，然レモ●
ハ草ニアテハ鑛物ノ入タル者ナリ
効用　透明ニシテ美麗ナルヲ以テ琭磨シテ装具シ又器
具ニ製ス近来ハ印材等賞用スルナリ
附説　本邦ニテハ甲斐信濃越中近江等ニ産スルモ甲斐
ノ金峰山ヲ最良トス

	

　両筆記とも，多くの種類があり，無色透明で光沢があり，とても堅くガラスを切断し，美しいものは装飾
品や建築材として使われることが記載されている。

表16　長石の記述内容比較
遠藤俊吉「理科控簿 金石之部」 永井玄真「鉱物学筆記 金石筆記」

長石
性質
（形状）数種アリテ一定セズ
（色沢）種々アレモ肉紅ノ者多クシテ玻璃光ヲ帯ビ
薄片ハ透明ス
（硬度）柘榴石ト稍同クシテ脆シ
（重量）柘榴石ヨリ輕シ
（効用）
（１）●地ニ益アリ

長石
性質　柱状ヲナス透明ノモノアリ不透明ノモノアリ
其色灰白色或ハ淡紅色ノモノヲ常トス玻璃様ノ光澤
アリテ質●シ
効用　美ナルモノハ装具トナシ又粉末ニシテ陶器ヲ
製スルニ用ウ
附説　近江尾張美濃等ヨリ産ス地殻中岩石過之ヲ含
有ス
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　両筆記とも，玻璃（ガラス）のような光沢があり，美しいものは装飾品に用い，粉末のものは陶器の製造
に用いることが記載されている。永井の筆記には，地殻の岩石中に多く含有する鉱物であるとも記されてい
る。 

表17　雲母の記述内容比較

遠藤俊吉の理科控簿金石之部 永井玄真の鉱物学筆記金石筆記
雲母
性質
（形状）六方形ノ短形ヲナス
（色沢）多クハ白色ニシテ銀ノ如キかね光アリ
（硬度）蛇紋石ト稍同クシテ一方ニ分离シ薄片ハ透明
ニシテ屈折ス
（重量）蛇紋石ヨリ稍重シ
（効用）
（１）薄片ノ大ナル者ハ窓板或ハ火熿ノ前面ヲ掩フニ
用ユ
（２）粉末ナル者ハ墮紙及ビ扇面ヲ塗画スルニ用ユ

雲
キ ラ ー

母
性質　透明或ハ半透明ニシテ銀色或ハ黒色ヲ常トス珠
ノ如キ光澤アリ質剥キ易ク弾力アリ
効用　玻璃ニ代用スベシ下品ノモノハ細末トシテ●面
及色紙等ニ塗柱スルニ用ウ
附説　近江及岩代ニ産ス之剥ケバ薄片トナル

　両筆記とも，光沢があり，粉末状のものは紙などに塗られることが記載されている。両筆記には雲母の特
徴であるへき開（薄くはがれる）も記されている。

表18　蝋石の記述内容比較

遠藤俊吉の理科控簿金石之部 永井玄真の鉱物学筆記金石筆記
蠟石
性質
（形状）無定形
（色沢）白淡黒緑黄ニシテ蠟ノ如キ光アリ
（硬度）黒曜石ヨリ頗ル柔ナリ
（重量）黒曜石ヨリ少シク重シ
（効用）
（１）各種ノ器物及ビ飾具ヲ製ス
（２）玻璃板ニ書画スルニ用ユ
（３）他石ヲ磨クニ用ユ
（４）玻璃製造ニ用ユ

蠟石
性質　片板状ヲナシ不透明ニシテ乳白緑色等アリ質柔
軟ナリ
効用　印材建築材等ニ供シ白色ノモノハ石板筆ニ造リ
又他石ヲ研クニ用ヰルナリ
附説　下野上野肥後ニ産ス

　蝋石とは，葉蝋石・滑石・凍石などのロウのような触感のある岩石や鉱物の総称である。デイサイトや流
紋岩が変質してできると考えられている。現在ではコンクリートの地面や石垣等に白い文字や絵を書くとき
に用いられることがある。両筆記とも，白色を中心に様々な色があり，板書や他の石を磨くときに用いられ
ることが記載されている。

表19　石炭の記述内容比較
遠藤俊吉「理科控簿 金石之部」 永井玄真「鉱物学筆記 金石筆記」

（２）美ナル者ハ飾トス
（３）粉末ノモノハ陶器製造ニ用ユ
（附説）長石ハ甚ダ蔓●シタル者ニシテ●ノ四分ノ
三ハ此ノ硬ヲ以テ充タスト云フ

石炭
性質
（形状）無定形ニシテ破口ハ●殻状若クハ鋸歯状ナリ
（色沢）黒色ニシテ脂光アリ
（硬度）硫黄ヨリ輕シ

石炭
種類　無㷔炭，油炭，木㷔
性質　（一）無㷔炭
　　　　水ヨリ重シ質堅シ光澤強クシテ燃エレバ青
白色ノ薄光ヲ放ツ
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　両筆記とも，石炭はあらゆるものの燃料となり，ガス灯に用いられ，植物が炭化してできることが記載さ
れている。永井の筆記には，石炭の種類についても詳しく記されている。

表20　硫黄の記述内容比較
遠藤俊吉の理科控簿金石之部 永井玄真の鉱物学筆記金石筆記

硫黄
性質
（形状）土塊状
（色沢）黄色或ハ黝黄ニシテ時光ヲ帯ブ
（硬度）殆ント金ニ同ジト雖モ甚ダ脆シ
（重量）金ニ比スレバ一ト十トノ如　シ
（特性）燃ユル事易ク且ツ銀ヲ黒変ス
（効用）火薬引火柴硫酸及ビ薬器ヲ製ス

硫黄
性質　淺黄色或ハ黄赤色ナリ質脆シ水ニ溶解ゼズ水ノ
二倍ノ重サヲ有ス燃シ易ク火ニ投ズレバ青㷔ヲ発ス燃
エレバ臭気甚タシク感ズレバ気臭絶ユルガ如シ結晶ス
ル事稀ナリ
効用　火薬ヲ製シ 薬器ヲ造リ及日開発燭ノ用ニ充ツ
ル等其用多シ
産地　噴火山近辺ニ多シ陸奥越中肥後等ヨリ産ス

　両筆記とも，色は黄色く，脆く，よく燃え，火薬や薬器に用いられることが記載されている。永井の筆記
には，硫黄は火山の噴火口に多いことも記されている。

表21　石墨の記述内容比較

遠藤俊吉の理科控簿金石之部 永井玄真の鉱物学筆記金石筆記
石墨
性質
（形状）立方柱
（色沢）鐵鉛ノ間ニアリテかね光アリ
（硬度）硫黄ト相同シ
（重量）硫黄ヨリ輕シ
（特性）極メテ強ク熱スレバ燃ユ
（効用）鋸リテ細條トナシ鉛筆ヲ製ス粘土ト混シ熔鑛
楅ヲ作リ又鐵器ニ塗リさびヲ防キ車軸膏シテ摩擦ヲ減
ズ

石墨
性質　淡黒色ナリ光澤金属ノ如シ水ヨリ二倍重シ透明
ナラバ質脆ク燃エ易シ
効用　鉛筆ヲ製シ又石版印刷ニ用ヰルナリ薩摩飛騨加
賀越前ニ産ス

　両筆記とも，光沢があり，鉛筆の材料に用いられることが記載されている。また，遠藤の筆記で硬度は硫
黄と同じとあることから，脆いことも共通して記されている。
　表９～ 21から，両筆記ともに記述形式は箇条書きであり，各鉱物に対する筆記項目も類似していること
がわかる。明治19年の小学校令によって理科の内容は質的に変化し，教授内容も大幅に削減されたといわれ
ているが，両筆記の鉱物の種類の多さから豊富な教授内容であることがわかる。さらに，各鉱物が何に用い
られているのかを示す用途が詳しく記されていることから，現在よりも鉱物は重要なものであり，かつ，生
活に欠かせない身近なものであったと考えられる。これは当時の時代背景が影響しており，当時は日清戦争

（特性）
（１）燃ユレバ臭氣ヲ発ス其燃力木炭ニ三倍ス
（２）苛性加里ヲとかしタル水ニシ煮ルトキハ無色
及淡黄色トナル
（効用）
（１）燃料トナス
（２）骸炭ヲ製ス
（３）石炭瓦斯燈ニ用ユ
（附説）
（１）無㷔炭褐炭モ種ニ属ス
（２）石炭類ハ草木ノ炭化シタルモノナリ
（３）石炭属ハ硫化鐵ヲ含ム硫化鉄ハ水氣ニ遇フテ
線樊石ヲ生ズル際強ヲ發シ燃ユル事アリ

　　　　（二）油炭
　　　　無㷔炭ヨリ軟力ニシテ光澤少シ
　　　　（三）木㷔
　　　　色褐色ナリ燃エレバ煤㷔及●臭氣ヲ少●ス
効用　汽車汽沿其他スベテ蒸氣機関要スルモノ皆之
ヲ以テ燃料ニ供セサルハナシ或ハ瓦斬ヲ製シ街燈ヲ
點シ煖爐ニ焼キテ以テ暖ヲ取ル等人生ニ功アリ莫大
ナリ無㷔炭ハ鐵ヲ鎔カスノ用ニ供ス
産地　萬国皆産セサル地少シ我カ邦ニモ所々産ス殊
ニ肥前筑前及北海道ヨリ夛ク産ス
附説　石炭ハ往古ノ植物ノ地中ニ埋没シテ炭化セル
モノナリ其最モ古キモノヲ無㷔炭ト云ヒ黒色ニシテ
木理ヲ視ハサトルモノヲ油炭ト云フ最新シク褐色ニ
シテ木理ヲ存スルモノヲ木煤●ハ褐炭ト云フ
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（明治27年開戦），日露戦争（明治37年開戦）へ向かう富国強兵の時代であった。富国強兵に伴い日本の鉱業
は盛んとなり，鉱山開発が行われた。これにより鉱物は軍事的に，また当時の国民生活のエネルギー源（主
に石炭）として重要であったと考えられる。
　学問の名称についても，金石学から鉱物学へと呼称が変わったのは明治14年頃であり，永井の筆記表題に
鉱物学とあること，総論が記載されていることから，教師の意欲が感じられる。
3-3．鉱物と他科目との関連性１　遠藤俊吉の理科控簿金石之部と化学筆記
　明治19年の理科の導入によって地学分野の教育内容はどのように変化したのだろうか。日本地学史編纂委
員会によると，「地質・鉱物に関係ある項目を例示すれば，金・銀・銅・鉄・火山・地震・潮汐・磁石など，
個別的で相互の関連がまったくない」という指摘がなされている2)。実際にはどうだったのだろうか。
　相互の関連性の有無を探るために，明治20年代に記された遠藤俊吉の理科控簿金石之部（明治23年）と化
学筆記（明治24年）を比較する。同一人物による筆記を比較することで，科目間の関連性や系統性の有無を
見出すことができる。また，教授した教師が同じであれば，その教師の鉱物と化学に対する考え方や関連性
が分かり，教授した教師が異なれば，当時の科目間の関連性が伺い知れる。しかし，現在発見されている筆
記からは，教授した教師が同じか，異なるかまでは確認できていない。
　まず，２つの筆記の特徴について述べる。理科控簿金石之部には，27種の鉱物が記されている。その内容
は各鉱物における性質が記されており，具体的には形状，色沢，硬度，重量，特性，種類，効用，産所，附
説である。化学筆記には，23種の物質の形状，性質，所在，製法，効用，成分，試験，注意，種類，附説と
化学略説が記されている。両筆記の記載内容は表９と表22の通りである。

表22　遠藤俊吉「化学筆記」の筆記内容一覧

酸素，水素，水，窒素，硝酸，アンモニア，炭素，二酸化炭素，軽炭化水素すなわち沼気，燃焼および焔の構造，
酸類・塩基・塩類，塩素，塩酸，沃素，王水・硝酸塩，佛化水素酸，硫黄，亜硫酸，硫化水素，硫酸，硅素，
ガラス，燐，砒素，化学略説

　２つの筆記の年代を比べると，遠藤は金石（明治23年）先にを学び，その後に化学（明治24年）を学んで
いる。年代順と筆記内容から，金石で学んだ内容を基に，化学でその応用を学んでいた可能性がある。化学
筆記も書式は箇条書きで，物質が項目立てられており，その中で性質などが記されている。　
　両筆記に共通する項目は硫黄のみである（表23）。表中の下線部は共通する内容である。

表23　硫黄の筆記内容の比較

理科控簿金石之部 化学筆記
硫黄
性質
（形状）土塊状
（色沢）黄色或ハ黝黄ニシテ時光ヲ帯ブ
（硬度）殆ント金ニ同ジト雖モ甚ダ脆シ
（重量）金ニ比スレバ一ト十トノ如シ
（特性）燃ユル事易ク且ツ銀ヲ黒変ス
（効用）火薬引火柴硫酸及ビ薬器ヲ製ス

硫黄
（甲）形状－脆キ固体
（乙）所在
遊離シテ火山近傍ノ地方ニ在ス
（丙）性質
（イ）黄色
（ロ）熱シテ百四十度半ニ至レバ融ケテ液体トナル
（ハ）燃エントスル時青色ノ焔ヲ揚グ
（ニ）比重三一，九八
（ホ）八面体ノ結晶ナリ
（ヘ）電氣ヲ発ス
（ト）金属ト化合スル事強シ
（丁）効用
（イ）火薬ヲ製造スルニ用ユ
（ロ）練テ模型ヲ造ル
（ハ）附木及ヒ擦附木ニ用ユ
（ニ）薬剤トナス
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　両筆記とも，色は黄色く，脆く，光を放ち，火薬となることが記載されている。理科控簿　金石之部にあ
る，燃えて銀を黒くすることは金属との化合を示しており，金属との化合は化学筆記にも記されている。また，
化学筆記は硫黄の所在として火山付近とあり，物質の性質を扱う化学の内容を超えた内容が記されている。
　表24に，共通点を見出すことができそうな石墨，石炭，炭素の筆記内容を記す。表中の下線部は共通する
内容である。理科控簿金石之部では，石墨と石炭は異なる項として記されているので，分けて示す。

表24　石墨，石炭，炭素の筆記内容の比較

理科控簿金石之部 化学筆記
石墨
性質
（形状）立方柱
（色沢）鐵鉛ノ間ニアリテかね光アリ
（硬度）硫黄ト相同シ
（重量）硫黄ヨリ輕シ
（特性）極メテ強ク熱スレバ燃ユ
（効用）鋸リテ細條トナシ鉛筆ヲ製ス粘土ト混シ熔鑛
楅ヲ作リ又鐵器ニ塗リさびヲ防キ車軸膏シテ摩擦ヲ減
ズ

石炭
性質
（形状）無定形ニシテ破口ハ●殻状若クハ鋸歯状ナリ
（色沢）黒色ニシテ脂光アリ
（硬度）硫黄ヨリ輕シ
（特性）
（１）燃ユレバ臭氣ヲ発ス其燃力木炭ニ三倍ス
（２）苛性加里ヲとかしタル水ニシ煮ルトキハ無色及
淡黄色トナル
（効用）
（１）燃料トナス
（２）骸炭ヲ製ス
（３）石炭瓦斯燈ニ用ユ
（附説）
（１）無㷔炭褐炭モ種ニ属ス
（２）石炭類ハ草木ノ炭化シタルモノナリ
（３）石炭属ハ硫化鐵ヲ含ム硫化鉄ハ水氣ニ遇フテ線
樊石ヲ生ズル際強ヲ發シ燃ユル事アリ

炭素
（甲）性質
（１）遊離シテ三種ノ形状ヲナス
（Ａ）金剛石
（イ）正方底八面形或其変形
（ロ）無色透明又ハ青黄赤色等
（ハ）萬物中最モ堅シ
（ニ）酸素中ニテ強熱スレハ燃ユ
（Ｂ）石墨
（イ）六面柱ナレトモ圡塊ノ如キモノ多シ
（ロ）其色鉛ニ似タリ
（附設）世ニ鉛筆ト称スルモ亦此理ニ由ル手
（ハ）柔軟
（試）紙面ニ摩ス
（ニ）強熱スレハ燃ユ
（Ｃ）無定形炭素
（イ）木炭骨炭，油煙炭
（ロ）瓦斯及ヒ色素ヲ吸収ス
（試）
（い）アンモニアヲ充セル管ヲ水銀中ニ倒立シ熱シタ
ル木炭ヲ入ル
（ろ）リトマス液ニ炭末ヲ投ジテ後濾過ス
（乙）所在
（１）金剛石ハ印度伯西児等
（２）石墨ハ錫蘭嶋，加賀，薩摩等
（丙）効用
（１）動植物ノ主成分ヲナス
（２）金剛石ハ飾ニ用ヰ又ガラスヲ切ル
（３）石墨ハ鉛筆ヲ製シ又タ鉄器ニ塗リ摩擦ヲ防ク
（４）木炭ハ燃料ニ供シ又タ臭氣ヲ吸収セシメ及ヒ汚
水ヲ濾過ス
（５）油煙ハ墨ヲ製ス
（６）骨炭ハ砂糖ヲ精浄ス
（附）之ヲ粉末ニセシモノヲ骨粉ト稱シ貴重ノ肥料トス
（丁）附説
（１）石炭ハ不純ノ炭素シテ燃料ニ供シ又気炭シ製ス

　両筆記とも，石墨は鉛に似た色であり，強く熱すれば燃え，鉛筆の原料であり，鉄器に塗って摩擦を防ぐ
ことである。石炭については，燃料となることが記されている。また，「化学筆記」には所在の項目があり，
金剛石（ダイヤモンド）はインドやベネズエラ，石墨はスリランカ，加賀，薩摩で採取されることが記され
ている。物質の性質を扱う化学の内容に，鉱物名や産地などの金石や地理の内容が記されている。
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　表23，24より，両筆記ともに鉱物や物質が項目立てられており，その中で性質などが記されている。金石
を先に学び，その後に化学を学んでいることと，各鉱物または物質の性質などを学んでいることから，金石
で学んだ内容を基に，化学でその応用を学んでいた可能性があり，系統性が伺える。両筆記で共通する項目
は硫黄のみであり，その内容は共通する部分もあった。共通点を見出すことができそうな，石墨，石炭，炭
素の筆記内容においても，その筆記内容は共通する部分もあった。また化学筆記には所在の項目があり，物
質の性質を扱う化学の内容に，鉱物名や産地などの金石や地理の内容が記されている。理科控簿金石之部と
化学筆記で共通する記述内容の存在や，化学筆記に金石や地理の内容が記されていることから，この筆記を
記した遠藤俊吉は科目間のつながりをもって学んでいたと考えられる。現在，鉱物または物質の産地を学ぶ
のは地学や地理の内容である。化学の分野で産地を学ぶことはほとんどない。当時は現在よりも科目間のつ
ながりを意識して教授していたのではないか。
3-4．鉱物と他科目との関連性２　西脇康太郎の理科筆記と博物筆記
　明治19年に理科が誕生したが，これまで分析してきた筆記は金石筆記や化学筆記などと，明治19年以降の
筆記にもかかわらず，それ以前の内容が扱われていた。明治32年に西脇康太郎によって記された筆記の表題
には理科筆記とある。一方で，同年に記された博物筆記も見つかっており，法令に準じる表題の筆記と法令
以前の表題の筆記が混在している。そこで，この２つの筆記の分析を行い，理科成立以降の地学教育の内容
や量などの実態と，博物に含まれる地学教育の内容を筆記から分析する。
　西脇康太郎は明治18年に生まれ，明治28年から第一北魚沼高等小学校に在学しており，在学中に記した理
科と地理に関する筆記は，明治29年４月「地理」（高等小学校２年，12歳），明治32年１月「理科筆記」（同４年，
14歳）（表25），明治32年１月「博物筆記」（同４年，14歳）（表26）がある。 

表25　西脇康太郎の理科筆記の内容一覧

水ノ分析，酸素，空氣ノ成分，窒素，炭素，硫黄，化學，非金属元素，金属元素，生物（動植物）ト無生物（礦
物）トノ関係，蒸気機関，音響，光，星，日蝕及月蝕，電気，摩擦電気，雷電，避雷針，濕電気，電池，
電気ノ應用，磁石，生理斈，骨骼，筋肉，消化機，口・咽頭・食道及胃，腸・肝臓及膵臓，消化器ノ衛生，
循環機，心臓，血管，呼吸機，鼻・喉頭・気管，肺臓，呼吸作用

表26　西脇康太郎の博物筆記の内容一覧

岩石及ビ圡壌，岩石ニ三種アリ，晝夜ノ変化，四季ノ変化，地軸，火山，温泉，地震，植物界，蔬菜，豆類，
果樹，衣服ニ要スル植物，建築及ビ器具ニ要スル植物，有毒植物，動物界，魚類，無脊椎動物，有用ノ
非金属

　理科筆記の項目を見ると，地学教育に関する項目は星（表27），日食及び月食（表28）しかない。 
表27　西脇康太郎の理科筆記における星の項

宇宙ニハ無数ノ星アリ太陽ノ如ク運動セザルモノヲ恒星ト云ヒ地球ノ如ク運動ス
ルモノヲ遊星ト云フ恒星ハ自ラ光ヲ発シ遊星ハ太陽ノ光ヲ反射ス其光遊星ハ少ク恒星ハ夥シ
太陽ノ大サハ凡地球ノ百三十五万倍ニシテ其巨离ハ凡三千八百万里ナリ．月ノ大サハ凡地球ノ五十分ノ
一ニシテ其巨离ハ凡十万里ナリ凡ノ星ハ概ネ地球ヨリ大ナルモ其巨离遠キガ故ニ小サク見ユルナリ
銀
アマノガワ

河ハ遠キ恒星ノ集マリテ見ユル者ニシテ．流星ハ小サキ星ノ地球ニ近ヅキタル時引キ付ケラレテ落チ
来リ空気ト摩シテ熱ト光ヲ発シ燃エ盡クルモノナリ．コノ燃エ盡キズシテ地上ニ落ツルモノヲ隕石ト云
フ

　星の項の内容は，（1)に恒星，遊星（惑星）の数と関係，（2)に太陽と月の大きさと距離，（3)銀河，流星
についてがあった。太陽と月以外の星は，地球よりも大きいが距離が離れているため小さく見えることや，
流星が隕石になることなども記してある。天文の内容を含む高等小学校児童の筆記はあまり発見されていな
い。 
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表28　西脇康太郎の理科筆記における日食及び月食の項

日蝕トハ太陽ト地球トノ間ニ月ノ挾リテ太陽ノ光ヲサイギルヨリ生ヅルモノニシテ皆既蝕．金環蝕．日
帯蝕ノ別アリ
月蝕トハ太陽ト月トノ間ニ地球ノ挾リテ太陽ノ光ノ月ニ当ルヲサヘキルヨリ生ズルモノニシテ皆既蝕，
月帯蝕ノ別アリ

　日食は太陽と地球の間に月が入り，太陽の光を月が遮ることにより起こる現
象で，月の陰が地球に落ちる図が記されている（図３）。日食の種類として皆
既食，金環食，日帯食が挙げられている。月食は太陽と月の間に地球が入り，
太陽の光を地球が遮ることで起こる現象で，地球が月に当たる太陽の光を遮る
図が記されている（図４）。月食の種類として皆既食，月帯食が挙げられている。 
　博物筆記での地学教育に関する項目は岩石及び土壌，岩石に三種あり，昼夜
の変化，四季の変化，地軸，火山，温泉，地震であり筆記の半分を占めている。
表29に岩石および土壌の項の内容を，表30に岩石二三種アリの項の内容を,表
31に昼夜の変化の項の内容を，表32に四季の変化の項の内容を，表33に火山，温泉，地震の項の内容をそれ
ぞれ示す。

表29　西脇康太郎の博物筆記における岩石及び土壌の項

岩石トハ数種ノ鑛物ガ相混ジテ成リタルモノニシテ圡壌ハ岩石ノ空氣ト水トノ作用ニヨリ崩壊シテ生物
ノ腐敗シテ成リタルモノアリ之ヲ糞土ト云ヒ礦物ノ成育ニ最モ必要ナルモノニシテ岩石ヨリ成ルタルモ
ノヲ鑛圡ト云フ鑛圡ハ硅圡（石英等ヨリ成リシモノニテ砂ノ如キ之ナリ）石灰圡（石灰石大理石ヨリ成
リシモノ）粘圡（長石，板石等ヨリ成ルモノ）ノ三種アリ
糞圡ト三種鑛圡ト混ジテ圡壌ヲシテ其割合ニヨリ圡質ノ良否シ生ズ

　岩石及び土壌の項の内容は，岩石と土壌の説明である。岩石は鉱物が混ざり合っているもので，土壌は岩
石が水の作用で崩壊してできるものであると記されている。また，土壌の種類が挙げられており，生物の死
骸が腐敗してできたものを糞土，岩石よりできているものを鑛土といい，鑛土には石英などからなる硅土，
石灰石や大理石からなる石灰土，長石や板石などからなる粘土の３種類あることが記されている。土壌につ
いて詳しく記されているが，現在の理科の内容で土壌は扱われていない。また，明治23年に記された遠藤の
理科控簿金石之部や明治25年に記された永井の鉱物学筆記金石筆記に記されている鉱物の種類の数に比べる
と，鉱物は石英，石灰石，大理石，長石，板石の５種であり，扱われている鉱物は少ない。

表30　西脇康太郎の博物筆記における岩石に三種ありの項

火成岩トハコノ地球ノ液体タリシヨリ固体トナリシ初メ成リタルモノニシテ花崗岩ノ如キ之ナリ．水成
岩ノ風雨ノ為ニ圡壌トナリタルモノガ沈澱シテ成リタルモノニシテ板石ノ如キ之ナリ
変形岩トハ水成岩ガ火力ト壓力トヲ受ケテ成リタルモノニシテ水晶，雲母ノ如キ之ナリ
鑛圡ハ只岩石ガ崩壊セルノミナレバ形状ハ異ナレドモ水分ハ異ナル事ナシ

　岩石に関するこの項の内容は，火成岩，水成岩，変成岩の成因である。火成岩は地球の内部の液体が固体
になったものであり，水成岩は土砂が堆積してできたものであり，変成岩は熱と圧力を受け形状を変えたも
のであると記されている。水成岩は堆積岩の事である。 

図３　日食 図４　月食
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表31　西脇康太郎の博物筆記における昼夜の変化の項

（地球ノ形状）地球ハ球状ヲナス其証左ノ如シ
海岸ニアリテ舩舶ノ入港スルヲ望ムコト
地球ヲ周航スルヲ得ル事
各地ノ日出日没ノ同時ナラザルコト
地球上ノ最高所ニ上ルモ地球ノ全表面ヲ見ル能ハザルコト
（地球ノ大サ）周囲一万百四十四里
（地球ノ運動）地球ハ二十四時間ニ地軸ヲ以テ自体ヲ一廻轉ス之ヲ自轉ト云フ其証左ノ如シ
地球動カズシテ他ノ天体ガ動クモノトセバ遠キモノハ非常ニ速ニ近キモノハ遅ク共ニ一致ノ運動ヲナサ
ザル可ラズ然シドモ斯ノ如キ事ハ有リ得ベカラザルナリ
振子ハ其振動ノ面ヲ変ゼザルモノナリ然ルニ振子ヲシテ長時間振動セシムレバ其振動ノ面ヲ変ズル如ク
見ユコレ其ノ周囲ノ他ノ物ガ動キタル訫ナリ

　夜の変化の項の内容は，地球の形状，地球の大きさ，地球の運動についてである。地球の大きさは球形で
その証拠が４つ挙げられている。地球の運動は天体の動きと振り子から自転について記されている。この筆
記が記された明治32年の教育は，明治23年に改正された小学校令と小学校教則大綱の下に行われていた。法
令では昼夜の変化の内容は地理で扱うとなっているが，この博物筆記には昼夜の変化の記述がある。

表32　西脇康太郎の博物筆記における四季の変化の項

地球ハ二十四時ニ地軸ヲ中心トシテ自已ノ体ヲ一タビ廻轉スルノミナラズ三百六十五日四分ノ一ニ太陽
ノ周リヲ一周ス之ヲ公轉ト云ヒ其周ル線路ヲ地球ノ軌道ト云ヒ其面ヲ軌道面ト云フ
地軸若シ軌道面ニ直立セバ各地共ニ一日ノ半ハ太陽ニ面シ半ハ之ニ背キ始終晝夜長頭ノ差アル事ナシ然
レドモ地軸ハ軌道面ニ傾クコト二十三度半ナルヲ以テ一ノ所ト雖地球ノ位置ニヨリテ太陽ニ面スルコト
永キ時アリ短キトキアリ其永キ時ハ短キ時ヨリ日光ノ射ルコト鉛直ニ近キヲ以テ気候暑ク短キ時ハ鉛直
ニ遠ザカルヲ以テ氣候寒ク四季ノ変化ヲ生ズルナリ

　四季の変化の項の内容は，地球の公転と四季の変化の理由である。地球は365日と４分１の時間で太陽の
周りを１周すること，地球の軌道，軌道面について記されている。四季の変化の理由については，もし地軸
が傾いていなければ昼夜の時間の長さに差がないが，地軸は23度半傾いているので，地球の位置によって太
陽に面する時間に変化が起こり，太陽光が当たる時間が変わり，気候が変化すると記されている。四季の変
化を地軸が傾いていない例を挙げながら説明されており，丁寧な説明である。前項同様，法令では四季の変
化の内容は地理で扱うとなっているが，この博物筆記には四季の変化の記述がある。

表33　西脇康太郎の博物筆記における火山，温泉，地震の項

（火山）地球ハ表面ヨリ地心ニ近クコト百尺毎ニ攝氏ノ一度ヅツ温ヲ増スナリ故ニ内部ニ至レバ甚ダ熱
クシテ岩石モ圡砂モ皆熔解シテ液体トナリ居ルナリ而シテ地球ノ表面ト内部トニ通ズル路アルトキハコ
レ等ノ液体ヲ噴キ出スコレヲ火山ト云フ
（温泉）地球ハ中心ニ至ルニ従ヒ其温ヲ増スヲ以テ雨水ノ深ク地中ニ滲入シテ湧キ出ヅル者ハ甚ダ温ク
ナリ之ヲ温泉ト云フ
（地震）地球内部ノ液体ヲ包メル岩石圡壌ハ之ヲ地殻ト云フ地殻ハ内部ノ液体ヲ沸騰スルガ為メニ時々
降起或ハ陥落スルコトアリコレヲ地震ト云フ我国ノ如キハ非常ニ地震ノ多キ国ナリ
地震ノ海底ニ起ルトキハ大浪ヲ起シテ陸地ヲ沈ス之ヲ海嘯ト云フ

　火山の項には，地球内部は高温であり，岩石や土砂は融解し液体となっていること，また，その液体が噴
き出すところを火山ということが記されている。地震の項には，地球内部の液体を包む岩石や土砂を地殻と
いい，地殻が隆起や沈降することで地震が起こると記されている。また，日本は地震が非常に多い国であり，
地震が海底で起こると津波が起こることも記されている。 
　西脇によって記された理科筆記には，地学教育に関する項目が星と日食・月食の２つしかなく，筆記全体
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に占める地学教育の割合は非常に少ない。その一方で博物筆記における地学教育に関する内容は筆記全体の
半分を占めていた。地学教育の内容は明治19年に教科としての理科が成立する以前は博物に含まれていたこ
とから，西脇の博物筆記はまだその影響を受けていると考えられる。しかし，博物筆記には当時の法令上で
は地理で扱う内容である昼夜の変化や四季の変化が，原理原則に基づき，自然科学的に記されており，地理
と理科に分かれていた内容が，混在して扱われていた。
3-5．地理に関する筆記
　２節で述べたように，昭和23年に教科としての地学が誕生するまで，地学教育は理科のみではなく地理の
中でも扱われていた。地理の中で扱われていた地学教育の実態を探るために，明治22 ～ 24年に記された今
成このの「地理筆記」と，明治40年に記された松澤やうの地理の２つの筆記を分析する。
　今成このが高等小学校在学中に記したとされる地理に関する筆記は，明治22年４月地理筆記一号，明治23
年４月地理筆記二号，明治24年１月地理筆記三号である。なお，記載時の学年も年齢も不明である。
　一方，松澤やうが十日町高等学校在学中に記した地理に関する筆記４冊が発見されている。明治38年７月
地理筆記（高等小学校２年），明治39年２月地理筆記（同２年），明治39年４月（同３年），明治30年４月地
理（同４年）である。なお，記載時の年齢は不明である。
　今成の地理筆記の内容は表34に示す通りである。

表34　今成このの地理筆記の記載内容一覧

筆記名 内容
地理筆記一号 方位，距離，方位と距離との関係，絵と図の区別，地図，新潟県の地誌，日本地誌
地理筆記二号 日本地誌，地球の形状と大小，緯度経度及び時差，地球の区分，地球表面海陸比較表，人種，

人民開化，政府の体制，宗教，世界地誌
地理筆記三号 世界地誌，塩礦類

　法令で示された地理の教授内容と，３冊の筆記の内容を比較すると，概ね一致している。このうち，地理
筆記二号の地球の形状と大小，緯度経度及び時差，地球の区分，地球表面海陸比較表の詳細を検討する。
　地球の形状と大小の項には，地球は丸く，日本より東回りで航海しても西回りで航海しても，日本に戻っ
て来られるのは地球が円体だからであると記してある。また，水がどこにもいかず，地上に留まっていられ
るのは，物理的に考えれば理解できると記されている。表36は経度緯度及び時差の項の内容である。

表36　今成このの地理筆記二号における緯度経度及び時差の項

地球ノ中央ヲ通ジテ一線ヲ引クモ赤道トス但シ実際斯ノ如キ線ヲ引キ得ルニアラズ地球ノ表面ヲ計算シン
ガ為メニ假ニ人ノ設クル●ナリ
赤道ニ平行シテ南北ヘ各九十度ノ線ヲ設ク之ヲ線ト云フ而シテ赤道ヨリ南方ハ南緯何度赤道ヨリ北方ハ北
緯何度ト筭フルナリ更ニ南北両極ヨリ縦ニ地球ノ表面ニ三百六十度ノ線ヲ引ク而メ某度ヲ起点トシテ東ヘ
百八十度西ヘ百八十度アリコノ線ハ縦ニ設ケタルモノナルヲ以テ經線ト稱ス而メ大抵ハ英國ノケリンウ
イッチヲ起点トシテ東經何度西經何度ト筭クルナリ故ニ日本若クハ支那ノ何ノ度ニ日本若アルヲ知ラント
欲セバ其經緯度ヲ以テ筭フベシ赤道ヨリ南北ヘ各二十三度半ノ間ヲ熱帯トス氣候極熱ナリソレヨリ南北ヘ
各六十六度半ニ至ル間ヲ温帯トス気候温和ナリソレヨリ南北極ニ至ル二十三度半ノ間ヲ寒帯トス気候極寒
ナリ地球ハ二十四時間ニシテ一晝夜ヲナス故ニ地球ノ周囲三百六十度ヲコノ時間ニテニ轉スルナリ之ヲタ
ヤスク理會センガ為メニ假リニ太陽ハ二十四時間ニシテ地球ヲ一周スト具●スベシ斯クテ太陽ハ一時間ニ
十五度ヲ廻ル割合ナリ故ニ東ニアル一地ト西ニアル一地ト經度ニ差アルトキハ東ハ時間早ク西ハ時間遅ク
シテ其時間ヲ筭出センク一時間ニ十五度ノ割合ヲ以テ東西西地間ノ經度ノ差ヲ計ルベシ但シ時間ノ差ハ經
度ノ差ニノミ因テ生ズル事ニシテ緯ニハ更ニ関係ナキモノト知ルベシ何トナシバ緯度ハ畿許ノ差アルモ經
度ハ一ナル事アレバナリ� ※下線は原文の通りである．

　緯度経度及び時差の項には赤道，緯度，子午線，経度，気候，昼夜の理由，時差について記されている。
昼夜の理由は太陽の動きとともに説明しており，太陽は１時間に15度周るとある。いずれの内容も，現在の
地理で教授されている内容であり，一部は理科の内容でもある。地球の区分の項の内容は，大陸の位置と海
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洋である。この項の最後には地球表面海陸比較表という地球上の大陸と海洋の割合を示した図もあった。
　これら今成このの地理筆記における地学教育の内容と関連のある項目の教授内容は現在の地理において教
授されている内容である。
　一方，松澤やうの地理の内容は表38に示す通りである。

表38　松澤やうの地理の内容一覧

大洋の平均の深さ，陸地の平均の高さ，水陸の分布，気界の現象，火山の所在，湖沼，海岸線の変動，
海岸線と交通の関係，海流，風，空気，人種，国家，府県，裁判所，兵役，陸軍，海軍，商業，大使，
公使，鉄道，汽船

　この筆記は明治40年に記されており，明治40年に改正された小学校令下の教育である。今成の筆記同様，
地学教育の内容と関連のある項目である，気界の現象（表39），火山の所在（表40），海岸線の変動（表41），
海流，風，空気（表42）について詳細を検討する。

表39　松澤やうの地理における気界の現象の項

気界ノ現象
○地球ノ表面ヲ包メル空気モ又吾人ニ至大ナル影響ヲ及ボスモノナリ
○気温ノ寒暖
（イ）緯度ノ高低ニヨリテ生スル
寒暖
○例ヘバ赤道ハ緯度〇ナルヲ以テ最モ低キガ故ニ最モ熱ク赤道ヲ南北ニ遠ザカルニ従ヒテ緯度高キガ故
ニ漸ク寒クナルガ如シ故ニシバリヤガ我台湾ヨリ寒キハ緯度ノ髙キガ故ナリ
（ロ）緯度ノ髙低ニヨリテ生ズル寒暖ノ差ヲ太陽的気候ト云フ
然ルニ実際ニ於テハ各地ノ気候ハ之ノ太陽的気候ト一致セザルモノモアリ之レヲ天然的気候ト云ヒ又ハ
実際的気候ト云フ
（ハ）各地ノ温度ガ緯度ノ髙低ノミニヨレラザル理由
（ニ）土地ノ海岸ヲ距ル遠近
（ホ）海面上ノ位置
海面ヲ距ル事愈遠ケレバ温度愈低シ此レ氣温ノ大部分ヨリ因テ来ル地面ヨリ遠ケレバナリ
（ヘ）山脈ノ方向
○山脈ハ其方向ニヨリテ寒風若クバ暖風ヲ遮リ一地方ノ気候ニ至大ノ影響ヲ及ボスモノナリ，例ヘバ「ヒ
マラヤ山」ハ南ヨリ来ル暖風ヲ遮リテ北方ノ地ノ寒カラシメ又北方ヨリ来ル寒風ヲ遮リテ南方ヲシテ益々
暖威ヲ逞シクセシム
（ト）主風ノ性質
一地方ノ風ガ寒風ナルカ暖風ナルカニ従ヒテ気候ニ影響ヲ及ボスモノナリ
（チ）雨量ノ多寡
雨量多ケレバサムシ之レ太陽熱主ニ之レガ蒸氣ニ費サレテ地面ヲ温ムル量寡ケレバナリ
（リ）雲，霧ノ有無
（ヌ）海流

　気界の現象の項の内容は気候についてであり，緯度による寒暖の差と風について記されている。 
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表40　松澤やうの地理における火山の所在の項

火山ノ所在
○火山ハ嶋上ニアルカ若クバ海岸附近ニアリテ大陸内部ニアル事極メテ稀ナリ
地質学者ノ説ニヨレバ●今火山アル海岸附近地盤最モ亀裂ニ富ムトコロナリ亀裂アルトコロハ地球内部
ニアル熔岩ノ出易キトコロナレバ嶋又ハ海岸附近ニアルモノナリト云フ
○火山
○火山ニハ活火山ト消火山トノ別アリ有史期ニ至リテ噴火セシ事アルモノヲ活火山ト云ヒ有史期ニ至リ
テ噴火セシ事ナキモノヲ消火山ト云フ

　火山の所在の項の内容は，火山の位置，火山の種類についてである。火山は海岸付近にあり，大陸内部に
ほとんどない。地質学者の説によれば，火山のある地盤は亀裂が多く，そこから地球内部の溶岩が出てきた
と説明されている。また，火山は活火山と消火山（死火山）があることも記されている。地質学者の説や，
理科で扱う火山の仕組みの記述から，理科との関連性が伺える。

表41　松澤やうの地理における海岸線の変動の項

○海岸線ノ変動
（イ）河流風波
（ロ）土地ノ昇降
　（一）急激ナル昇降
　（二）緩慢ナル昇降
（一）急激ナル昇降ハ火山ノ噴火地震等ニヨリテ起コルモノナル
（二）緩慢ナル昇降ハ数百年ヲ経ルニアラザレバ之ヲ認ムル事能ハズサレド次ノ示ス事実ニヨリテ證ス
ル事ヲ得
（イ）水際ノ漸次海面ヲ距ル事
（ロ）湾底ノ浅クナル事
（ハ）湾内ニ嶋ノ出現スル事
（ニ）又嶋ノ海面下ニ没スル事
（ホ）海岸ノ減少スル事

　海岸線の変動の項には，火山の噴火や地震が海岸線の変動の理由に挙げられている。また，「急激な」や「緩
慢な」などの時間を表わす表現から，地学教育特有の時間スケールについても触れられていた。
　海流の項には，海流の原因は風であること，海流の種類，海流の影響などが記されている。これらに内容
は，現在の地理の教授内容でもあり，地学教育の内容でもある。
　風の項には，風の回転方向について記されている。風の回転の原理を扱うのは理科の内容であるが，この
筆記ではそこまでは扱われていない。

表42　松澤やうの地理における空気の項

○飽和点
空気ハ常ニ水蒸気ヲ吸収シ水分ヲ含ムモノナレド其度ニ限リアリテ無限ニ吸収スルモノニアラズ
其吸収シタル時ハ之ヲ飽和点ニ達セリト云フ
空気ノ状態，飽和点ニ遠カル時ハ空気乾燥スト云ヒ飽和点ニ近ヅク時ハ濕潤ナリト云フ
○雨雲ノ成因及ビ其形
（イ）雲
空気中ノ水蒸気其飽和点ヲコユルカ若バ気温低下スル時ハ其水蒸気凝集ス其細微ナルモノガ空気中ニ髙
く浮遊スル時ハ之ヲ時ト云フ
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　空気の項の内容は，飽和点，雨や雲の成因とその形，標準温度，暴風である。飽和点は，飽和水蒸気量・
乾燥・湿潤について，標準温度は水銀柱による気圧の測定について記されている。これらの内容は現在，地
理では扱っておらず理科の内容である。
　以上のように，今成の地理筆記は当時の法令に準じた内容が扱われ，そのうち地学教育の内容と関連のあ
る記述は地球の形状のみであったことがわかった。一方で，松澤の地理には気象に関する内容が多く記され
ていた。気象の内容は現在は地理では扱われておらず，中学校理科で扱われている。地球の気圏（大気）で
起こる現象を地域ごとの特徴として捉える気候と，現象の原理を追う気象の違いにあると考えられる。地理
筆記に気象の内容があることから，当時は気候として捉えられていたと考えられる。

４．まとめと今後の展望

　日本の理科教育の始まりは，日本の近代教育制度が確立された明治５年の学制からであり，その制度や教
授内容などを幾度となく改正し，現在まで続いている。明治５年から始まる理科教育の中で，地学という科
目の成立は昭和23年であり，理科の他科目である物理，化学，生物の成立が明治５年であることと比べると，
地学は比較的新しい科目である。本研究では，明治５年の理科教育の始まりから科目として地学が成立する
昭和23年までの地学教育について，その始まりと変遷を当時の教育に関する法令と教科書，当時の新潟県の
児童が記したとされる授業筆記の分析を行うことで明らかにした。
　法令と教科書による分析では，地学教育の始まりと変遷が明らかになった。地学教育の内容は明治５年の
学制公布から理科の他科目と同時に教授され始めていたが，地学という科目はなく，博物と地理の分野に分
かれていた。鉱物の内容が博物の中で動物や植物とともに扱われ，地文に関する内容が地理の中で扱われて
いた。明治13年に公布された教育令でも，地学教育の内容は博物と地理の分野に分かれていた。理科教育の
大きな転換点である明治19年には小学校令が公布され，理科という教科が初めて成立した。しかし，このと
きも地学教育の内容は理科と地理に分かれていた。小学校ノ学科及其程度によると，理科の内容は大幅に削
減されている。しかし，地学教育の内容は削減されたといい難い。その後の教育に関する法令が改正されたが，
地学教育の内容は理科と地理に分かれて扱われていた。さらに，理科教育の内容は国定教科書の導入により
削減の一途を辿ったが，ここでも地学教育は一定の内容量を保っていた。しかし，戦時中の国民学校になると，
地学教育の内容は大幅に削減された。当時の法令と教科書の分析より，地学教育の内容が削減された時期は
理科教育の削減された時期と異なっていることが明らかになった。終戦後の昭和20年には教育基本法と学校
教育法が制定される。昭和22年には『学習指導要領（試案）』が文部省から発表され，学習内容が示された。
翌年の昭和23年に高等学校理科の１科目として地学という科目が成立し，それまで理科と地理に分かれてい
た地質・気象・天文の内容が，初めて地学という科目に統一された。
　８冊の筆記の分析では，明治期の地学教育の実態が明らかになった。明治20年代に新潟県の村上高等小学
校と，同じく新潟県の与板高等小学校に在籍していた２人の児童の鉱物に関する筆記の比較，分析では，両
筆記ともに当時の法令以上の教授内容，教授量であることが明らかになった。また，地理的に離れている両
筆記中に共通する鉱物が13種あったことから，これらの鉱物は当時重要視されていたことが推測される。当

1000ミリメートル＝1メートル　　メートル＝米9.9尺　　デシメートル＝粉0.99尺　　
センチメートル＝糎0.0099尺　　ミリメートル＝粍0.00099尺
○標準温度（摂氏令度）
標準気圧（水銀柱ノ髙サ七百六十粍ノ長サ）
標準気圧ノ時ハ天気最モ晴天ナリ
気圧ノ低キ所ハ近々ニ雨ガ降ルト云フ事ヲ推スベシ
風ハ気圧ノ髙キ所ヨリ低キ方ニ向ヒテ吹ク
○暴風ノ起ル理由
アル一地方ノ気圧高クシテ其近地方ニ気圧甚ダ低キ所アリトスレバ風ハ髙キ所ヨリ低キニ向ヒテ吹クモ
ノナルガ故ニ急ニ其低キトコロニ吹クガ故ナリ
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時の時代背景から，鉱物は現在よりも重要であり，富国強兵や国民生活のエネルギー源であったことが伺え
る。
　村上高等小学校に在籍した児童の鉱物と化学に関する筆記の分析では，鉱物と化学の関連性が読み取れた。
現在，化学の分野でその物質がどこで産出するかは扱われない。しかし，児童の化学に関する筆記には，物
質の産出場所が記されており，さらに，鉱物名も記されていた。またこの児童は鉱物の内容を先に学び，後
に化学を学んでいる。これらのことから，鉱物と化学，そして地理の内容を関連させて学んでいた可能性が
指摘できる。
　明治30年代に記された博物の筆記の分析からは，理科と地理に分かれて扱われてきた地学教育の内容が混
在していた。この筆記が記された年代の法令では地理で扱われている内容が，理科の筆記に記されていた。
その内容は昼夜の変化と四季の変化である。これらの内容の説明には，地球の傾きと太陽との位置関係が記
されており，実に科学的に説明されている。
　地理に関する筆記の分析からは，理科との関連性が伺えた。明治40年に記された地理の筆記中に気候とし
て記されている内容には，飽和水蒸気量や雲の成因などの気象現象の原理を扱った筆記内容があった。飽和
水蒸気量や雲の成因などは現在，理科で扱われている内容である。気候に関する筆記で原理まで扱われてお
り，気象の内容に近い。このことから，地理の内容に理科が深くかかわっていることが分かる。
　その後，戦争によって科学が進歩し，現象の原理が解明され，地理で扱われていた内容が原理とともに理
科に移っていき，昭和23年に地学に統一されたと考えられる。地理学という学問はその成立の段階から，自
然地理学を主とするか，人文地理学を主とするのかという議論がなされていた。教育の分野では地誌中心の
地理の中で地文学を扱っていたが，学問の発達によって地文学で扱う現象の原理原則が明らかになってくる
と，地文学は現象の原理原則を踏まえた内容で，理科で扱われるようになったと考えられる。また，現象を
地球規模で捉えるようになり，理科で扱う内容が拡張され，地質・気象・天文の３分野が地球というキーワー
ドでつながり，地学に統一されたのではないだろうか。
　教育の実態については，本研究では新潟県の高等小学校児童の筆記のみを扱った。現在入手している他県
の筆記は年代が特定されていないものも多くあるが，筆記や答案などの資料をより多く集め，本研究で得ら
れた知見が全国的な傾向と一致するかどうかについて検証する必要があるだろう。
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